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1.制作の背景 

短期大学部から大学4年生の秋まで地元の滋賀県を離れ，

兵庫県で一人暮らしを経験する中で，年に数回地元に帰ると

「やっぱり地元はいいな」と改めて思った。卒業研究に取り

組むに当たり，地元に関することについて制作に取り組みた

いと思った。 
豊かな自然に囲まれ，日本一の大きさを誇る湖「琵琶湖」

がある滋賀では，県全土で近江米というお米が栽培されてい

る。近江米は様々なランキングに載ったり，評価ももらって

いる。しかし，それほどおいしいお米があるのにも関わらず

全国的にあまり知られていないことも事実である。 
そこで，全国そして世界から訪れる観光客にまで，近江米

をはじめとする滋賀の特産物を知ってもらえるような店を提

案したいと思った。 
 

2.制作の目的 

滋賀のおいしい特産物を知ってもらうため，近江米と具材

すべてが滋賀県産の食材を使ったおむすび専門店を提案する。

おむすびとして商品化することで，イートインでなくてもコ

ンビニ感覚で気軽に立ち寄れて手軽にどこでも食べることが

でき，なおかつ海外からの観光客にも日本の昔ながらのファ

ストフードとして手に取ってもらえるのではないかと考える。 
 

3.近江米 

 滋賀県でとれるお米を近江米と呼び，主な品種は「コシヒ

カリ」，「キヌヒカリ」，「みずかがみ」などである 1)。近江米

の中でも今回の提案で店の商品に使用する「みずかがみ」と

いう品種は，2013（平成 25）年に滋賀県で開発された新し

いお米である 2)。特徴は炊き上がりがキラキラつややかで，

ほどよい粘りと甘みがあり，冷めてもおいしいという特徴が

ある。 
 
4.滋賀発おむすび専門店「近江結屋」の提案 

ショップコンセプトは“たくさんの人に滋賀の魅力を伝え

られるおむすび屋さん”である。商品に使用する食材はすべ

て滋賀県産のものを使用する。また，用いた食材について書

かれたシートやパッケージの紙を琵琶湖でとれるヨシ紙を使

用するなどパッケージにも滋賀の要素を取り込んだ。 
「近江結屋」という店名は近江（旧国名での滋賀県の名

称）とたくさんの人を結ぶきっかけとなるおむすび屋さんに

したいという思いから考えた。 

ターゲットは世界中や国内からの観光客はもちろんだが，

特に同じ関西地域の人々である。身近なところでおいしい食

材が育てられているということを伝えたいと考える。 

 立地は京都駅中央改札口を出て左にある案内所の横を想定

する。ここに決めた理由は全国からの観光客・海外からの観

光客・近隣県からの観光客・学生・通勤者等，観光地と京都

駅の交通網の多さ（新幹線・JR・近鉄・京阪・阪急）から

駅利用者のバリエーションが豊かであることが特徴だったか

らだ。また，駅構内に計画することで時間がない人でも手軽

に食べられるおむすび屋に足を運んでもらえるのではないか

と考えた。そして学生や会社員の利用者も非常に多いので朝

食代わりや間食用としてニーズがあると考えた。また，中央

口を出ると目の前に京都タワーがあることや，観光地や大学

などに向かうバスターミナルがあるので観光客や学生，通勤

者も中央口から出る人が多い中央改札側に決めた。 

販売方法は店内にイートインスペースもあるが，駅構内で

あるので急いでいる人でも，購入から商品のお渡しまでがス

ムーズに進むようにすでにパッケージに詰められたものをシ

ョーケースに置く。具材がしっかり見えるようにパッケージ

を工夫した。価格は学生でも手軽に買えるような安価におさ

める。値段が安くてあまりない具材のおむすびを提供するこ

とで，コンビニとの違いを出そうと考えた。 

 

5.今後の課題 

他県やほかの地域の人に自分たちの地元の食材やいいとこ

ろを知ってもらうにはまず自分たちが地元のことをよく知っ

たうえで様々な方面からうまく PR することが大切だと感じ

た。 
 パッケージやショップツールを考える上で，滋賀の情報を

デザインの邪魔にならないように取り入れるにはどのような

デザインにしたらよいか工夫することが難しかった。 

 今後は地元や他県のアンテナショップなどの商品デザイン

にたくさんふれ，どのようなデザインで地元をうまくＰＲし

ているのかを見ていきたいと考える。 

 

注及び参考文献 

1) 滋賀県 HP,「近江米「みずかがみ」の推進について」, 
http://www.pref.shiga.lg.jp/g/nosan/shiga73gou.html,(2018/01/
05) 

2) 滋賀のおいしいコレクション 食材紹介 - 近江米, 
https://shigaquo.jp/foods/rice/a01.html,(2018/01/05) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 商品 図 2 ショップツール 
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